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ホームこだま、あいの食堂の様子

一
≡
擦

二
■
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！

いかにも女性といつた部屋(ホームなんなん)
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今年のクリスマス会では、各グル

ープなどからの出し物を発表しまし

た。「カラオケ」「ハンドベル」「ダン

ス」など皆さんがんばって披露して

くださいました。他のグループに飛

び入り参加して一緒に踊つたり、立

下
点率

！軽
，

ち上がって手拍子したりされる方がおられ、楽しい雰囲気となりました。サンタ

(さて、今年は誰だつたでしょう??)が 登場すると、大きな声で 「サンタさ

ん !Jと呼ぶ方、帰ろうとするサンタに握手を求められる方などおられ一番

の盛り上がりとなりました。

太陽グループからは、活動のメインの一つでもある染めについて紹介させていただ

きます。大きな布に、ハケで塗ったリペットボ トルで染料をポタポタ落として染めて

いくのですが、何色にするかは利用者と一緒に考えながら、順番に取り組んでもらつ

ています。桑めの拝笑を薬しみにされている芳が夢く、ぃっも祭議な桑め若が畠長上
がっています。今後は、その染め布を使った製品作 りにも利用者に参加してもらえる

ようにすることが課題です。

吃

今回フラワーグループで紹介させていただく活動内容は、さをりです。さをりでは

新たにミシンかけをおこないます。支援員が手を添えまっすぐ縫製できるよう試行し

ました。当初はなかなかまっすぐに縫えないこともありましたが、現在はマスキング

テープを使用し、縫う位置がわかるよう一定の目安にし、正確に縫えるようになって

きました。また、声かけのみで対応できるかたもおられ、 職 員も新たな発見となりま

した,み なさん順番に取り組んでいただいていますが、待ち時間におこなっている自

笠象魅あ秩発母富暦卒偽碁、首高がさらに1宙えにあつたもの力尋鼠ダできるよう努めてい
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(3)平 成26年 2月 発行 福 成 会 だ よ り

ｇ

閑
分場利用者の

柿本博徳さんが

満 60歳 を迎え

られたお祝いに、

清流園で 「還暦

お祝い会」を開催しました 11

手作りの赤いちゃんちゃんこと帽子で着

飾った柿本さんへは、利用者からの気持ち
いわ    こ と |ま   か をくわヽい

のこもったお祝いの言葉や家族会などから
おく       か 言`ど               う れ

プレゼントが送られ、柿本さんはとても婚

しそうな様子でした。さらに、柿本さんに

ゆかりのある方々よリビデオレターでお祝

いの言葉が上映され、感極まった柿本さん

は涙ながらに 「がんばります lJと 答えて

おられました。柿本さんに大好きな北島三

郎の 「まつりJを 熱唱してもらい、お祝い

会は盛大でした。

柿本さん、これからも楽しい日々を元気

に一緒に過ごしましょうね。

龍3骨早,をンEな二畜畳畳筈岳!象と支ィとトボ‐
スイf

■'く                  あ ら    , わヽ

卜作りでは、サツマイモ洗いや皮むき

鋤

これおん ど  ま つ た けれ た      か どうまさひろ        ■ たり  し ん

今年度 、松口健太さん、加藤雅大さんのお二人が新

成人を迎えられたお祝いに、事業所内で 「成人おめで

とう会」を開催しました !!主 役の二人はスーッ姿で

登場し、成人した姿を披露しました。利用者からお祝

いの色紙や、記念にリュックのプレゼントがありまし

た。ご両親からのお手紙が読まれた時は、二人とも嬉

しそうな笑顔を見せていました。成人記念の書初めで

は、お二人の名前から松田さんは 「健」、加藤さんは

「雅Jと いう字を書き、お二人とも個性のある作品を

披露されました !最後は全員で記念撮影をして、笑顔

いつぱいのおめでとう会

となりました。松田さん、

加藤さん、これからも渡

張つてください。

清流園 〒6610047尼 崎市西昆陽3丁 目39番コ号
TEL t(06)6433-4721  FAX i(06)6438-4753

卜"a‖ i seiryuen@fukuseikai or jp

遺売国、は. T66■ 0035尼 崎市武庫之荘6丁 国13番27号

武庫之を分場 TEL i(06)6434-6500 FAX:(06)6438-7000
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一国！ぼ福範！回Ｊ塚
ふ く せ い え ん

じぎょうしょがいかつどう

事業P~阻活動がありました

工::瓢祐睦g父景号1言害号咎F勤れて
夫槙には慧まれましたが、11質茉の寒さた暫告1ま驚
えました。しかし、海遊館

にひとたび入ると、大きな

水糟やあまり日にしない魚

を前にして、利用者の実顔

が自然とこぼれ、ほっこり

していました。｀
畳資と、占本の王資で盗べることもあって“占券の
お金"という意識が持てたのかメニューを決めるのに
長考す 方 まヽ た 、皆 ん楽 んで過ごす
ができて良かったです。

I≧ 轟 1と 挑得済;

回に分けて、神戸アンパンマ

ンミュージアムに行ってきま

した。行き先は海遊館や映画、

通天閣などの中から多数決で

利用者が決めました。小雨が降る日程もありましたが、

lll声についてからはどちらの百譜も天候に恵まれ、ミュー

ジアムではアンパンマンショーを見たり、アンパンマン

のお生産も買つたりして、アンバンマンのこ算を詣榎で
きた一日でした。電車に乗つたり、食べたい食事を自分
えら     た          ち  たんと盲ょうし】          Ⅲ ャHすた

で選んで食べたり、普段事業所でできない経験もたくさ

んできました。

!簿絲説土J
11月21日に、神戸 北 野工房でカフェアートとキャンドル作

りを体験してきました。皆さんとても真貧1な表情で作り、でき

あがると滴面の実顔でした。

お昼は南京町で中華のバイキングヘ |おかわり自由とあって、中には何度もお皿を持って

取りに行く方も ・ 。 どの料理もとても美味しく、「今度は家族で来て、工賃でごちそうし

たい。Jと言う方もいました。天気も良く暖かかったこともあり、とても快適で楽しい堂甘が

過ごせました 1

！
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していただき、

が'  2う    こ んかい  つ かくう

12自24日に、今回セ塚ロコー

美味しいご飯を色へた後は、クリ|ス

繁しいクリスマス答となり

12月3日 に全国アミューズメント施設営業者

協会連絡会(AOU)よ り、施設向けにアミュー

ズメントパークの無料開放のお誘いがあり、

生活介護事業のプログラムとして、つかしん

内にあるセガに行かせていただきました。皆

さんUFOキ ャッチャーやメダルゲームなどを

時間いつぱい楽しみ、大満足の一日でした。

塚回福成園 塚口福成国
七松分場

〒66■0001尼 崎市塚日本町6丁 目12番15号 〒6600051尼 崎市東七松町1丁 目2番 19号
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(5)平 成26年 2月 発行 福 成 会 だ よ り

タ

見ておられる方が多かった

ですよ。

人形劇が終わってから利用

者に感想を尋ねると、「食べた

後は歯を磨きます。Jとおっし

ゃられていました。

今回の人形濠けをとおして、

歯磨きの大切さを改めて教え

・t■キ・■こギ

のぞいてみました !!
ポートタワーをノヽックに
ハイポーズ|!

ていただきました !!

益裁

その言葉をもらった人も、伝えた人もまわりで

聞いていた人もふわふわする言葉。日本語を大

切にしながら、言の業をつづる取り組みです。

大事なことは伝えなくてはわかってもらえませ

ん。言葉は凶器にもなれば、温かい布団にもな

ります。だから伝えたい。

そんな言葉をあいあいの職員が中心となつてみ

なさんにお伝えしていきます。

‐‐寧)クリスマスパーティー嘗)‐■
12月24日のクリスマス イ ヴ、た川加工印吊1株式会社

様よりたくさんのケーキをプレゼン トしていただき、み

んなでクリスマスパーティーをおこないました。たくさ

んのケーキに、みんな大果沓で「おいしい!!おいしい !」

と大満足で食べられ、とても喜ばれていました。楽しい

ひととき、素敵なサンタさんに感謝 !!
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銀
下
っこ毛童生重

橋

中卵航を渡され、中如”中”帥４中も

よ
ｒ
ｒ
＝鋼

ごせきした

今年の事業所外活動は京都タワ

―と愚■umieの2カ崩かられ高署にわき
先を選んでもらいました。気候の良い10月か

ら1消あ`新こ、ilポと努場跡1篤玄
L結
鋸

で 8グ ループに分かれて行つてきました。

芸蔀、愚■ ともにJRを 莉用し、笙悪から

の景色を眺めたり、レス トランでランチを食

べたり、お土産を買つたりしました。

年に 1度 のイベン トに、みんなルンルシ

気分で出かけておられましたよ♪♪

あいあい  〒6600314信脩詩続議来前3手苗5磐17喜
T E L  i ( 0 6 ) 6 4 3 1 - 9 8 1  5  F A X  i ( 0 6 ) 6 4 8 1 - 9 8 1 6
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だtl  かし1            し 】れ        た LlかLl  されが

筆50回 面まがさき市罠マヨソン丈書に彗朋しました

・コやり′ず

※プレゼントの一例です

降所時間後にほぼ毎日希望者を募って30分～ 1時 間、

塩紙を長めるには、コミュニケーションが大切…。チヤ
レンジ ・コヤリバでは見える化プロジェク トの一環とし
‐ て、利用署と支援当のコミュニケーションをもつと深め

!|れじ― るため、見える花プロジェクトについて員になることや、
ご意見 提 案 要 望 相 談などを大募集し、利用者とともに見える化のことについて考えていきたい

との思いで設置しました。結果は次の機会に報告できればと思います。

離整11宵24旨に開穫されたマラソン英会に莉常若の

約 9割 の17名、職員は7名、計24名で参加させていた

だきました。前回は参加者全員3 kmを走りましたが、

今回は走る方ご自身の申告制で51m 3kltl・1 5kmのコー

スを選んでいただき、それぞれ 9名  10名 ・5名 のエ

ントリーとなりました。

日頃の運動不足を補 うため、

また、60回記念大

会ということで地

元商品の抽選会が

あり、ソース ・ト

イレッヤ‐パー・

タオルを引き当て

た利用者はたいヘ

ん喜んでいました。

ジョギングと体操

を行いました。そ

の甲斐あつてか、

この上もない晴天

の中、参加者全員

が完走できました。

(ちなみに支援員は全員ハズレ)

大会終了後コヤリバに帰り、表彰式をおこないまし

た。走られた方はもちろん、応援に回つた方にも応援

を頑張つたことで表彰状をお渡ししました。

督さん自積から槍れていないマラツンに多歩茂れた
表情はありましたが、 1人 1人 の充実した笑顔が見ら

昨年12月の上曜開所日の午後、コヤリバとして初め

て年忘れの意味を込めて、利用者、支援員、今年度に

経転したOBら文をお‖えてのミニ筈整答を開楢しまし
た。

コヤリバでつくつたたい焼きと焼いもをほおばりな

がら、占笠諭擦のメンバーの笥答でクイズ央登 漬才
を楽しみました。

クイズ大会では「○

○さんの好きな食

べ物は?」 などの

クイズを挙手で答

えてもらいました。

みなさんの意外な

一面が垣問見られ

たことや利用者の

答えの面白さに笑

いが絶えませんで

した。漫才では

支援員と利用者の

掛け合い漫才で、

れ、よい経験になつたのではないかと思います。

,■||:|チ,イ,■1を■|,,7'″ ″″″々 ″ク,ケ″,■■,ケ ″ち″■'イ,多イヤ,チク″ケクタ″ |々,■ 考ケ″ク,|,111111!,,|

この企画はまた、

のではないかと思いました。

ほうねん押Ll  か LlさLi

こ=忘 年暑を開催しました

お )ヽ            じ ぇた,■   リ  ュ)し■  い ちじた  ,か か   f rみセ な が

思いもかけない支援員と利用者の一面が窺え、涙を流

して大笑いされた方もおられ、大変楽しい時間を過ご

しました。

定期的におこなつていっても良い

チャレシジ]ヤリツ( 〒6610021僣冊 猪打争研修子曹1皆12喜
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ン 碇ン隔軍

(写真②)

毎
年
に
例

の
新
年
お
め
て
と
う
会
、

今
年
は

一
月
十
七
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
今
年
ミ
暦
を
■
た
ら
れ
る

お
二
人
の
お
札

い
も
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
す
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
。

お
正

月

の
主
び
や
習
慣
を
テ
ー

マ
に
し
た
会

合
わ
せ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
大
き
な

カ
ー
ド
十
数
枚

の
ヤ
か
ら
二
枚
を
み
な

さ
ん
に
長
ん
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
な

か
な
か
同
じ
谷
が
茄

い
ま
せ
ん
。

そ
な

て

も
ゲ
ー

ム
が
整
も
う
ち

大
き
な
声

が
飛

び
、

張
や

に
客
芹

か
ら
も

「
も

っ
と
を
、
上
の
方
」

と

か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

（写
真
①
）

続

い
て
、
ミ
溶
を
■
た
ら
れ
た
お
二
人

を
ス
テ
ー
ジ
に
お
キ
び
し
、
写
真
振
彰

と
北
谷
品
の
賠
二
を
行

い
ま
し
た
。
木

す

か
し
そ
う

に
さ
な
な
が
ら
も
、
高
岳

の
突
み
で
喜

び
を
表
わ
さ
れ
て

い
ま
し

た
。

（写
真
②
）

短

い
時
間
で

し
た
が
、

か
な
、

新
年

に
よ
さ
わ
し

い
ひ
と
と
き

と

な

り

ま

し

た

。

楽

し
く
オロ
や

T 禄陵
12月25日にクリスマス会を行いました。今年は音楽をされ

ているグループ 「ぱぐJさ んをゲストにお招きし、楽ししヽ1

日となりました。クリスマス会本番は、ぱぐさんの楽しいク

リスマスソングの浸奏や手遊びから始まり、利用者も楽器を
て   と   え んそう  あ        な

手に取り漠奏に合わせて鳴らしたり、知つてしヽる歌は□すさ

まれていたりと、みなさんとても楽しんでおられました。

プレゼントタイムではサンタさんからプレゼント豊け取り
につこり…。ばぐさんが予定に

はなかった利用者のリクエスト

曲の浸奏や、ステージで一緒に

踊つてくださったりと、楽しい

クリスマスを過ごすことができ

ました。

□□□
39枚の板からなる幅1,066冊m、長さ2372mで
一番手前にある 「フアウルライン」より1番 ビ

ンまでは60フイー ト(18238m)。正三角形に並

べられた、10本のピンと呼ばれる棒をめがけて

ボールを転がし、ピンを倒すスポーツ。多くの

方が取り組まれたことがあるのではないでしょ

うか?私 も大好きなスポーツの笙つです。若か

りし頃には、16ポンド (725k8)の マイボール

を持ち、チームでユニホームを着て大会に参加

していました。ハイスコアー260点を出せた時に

は「プロボウラーになれるのでは?」と勘選い
をしていたこともありました。

ところで、よく 「ボーリング」という表記が

なされることがあります。間違いではないそう

ですが、掘削 (bonn。)の ボーリングと同じ誉

葉と誤解されることがあるため、一般的には「ポ

ウリングJ(英 語でbowhno)と 表記するのが望

ましいのだそうです。

ボウリング場は減り、少なくなりましたが、

天候や季節に関係なく、個人のベースで取り組

めるボウリングを冬の手軽なスポーツとして楽

的
　
一■
〓
■

ヽ ′
【
”
【

(写真①)

礼
牝
戦
釈
済
め
で
ど
う
な
家

へ

い

せ

い

に

し

”

う

ろ

く

ね

ん

い
ち

な

つ

し

，

う

し

う

に

ち

千
咸
ユ
十
六
年

一
Ｒ
十
七
日

夕

しまれてはいかがでしょうか。 (高畑)

サポートセンタまつば 〒6600805 前常活貫琉寄3子盲3-6
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巻オ
頭:
ハ〔

つ
ち

―
ジ
か
ら
の
続
き
）

の費ひ次鵬筋つ気晩α勁暇臨謝疎が弥‐ム

Ｑ
、
「ホ
ー
ム
で
生
活
す
る
に
あ
た
り
、
家

ち
ん

　

　

ホ
く

賃
を
含
め
て
ど
れ
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す

か
？
」

や

ち
ん
　
　
　
　
ま
た
え
た
　
　
　
　
ま
た
え
ん
じ
ヽ
く

Ａ
、
家
賃
は
２
万
円
～
４
万
円
弱
と
ホ
ー

ム
ご
と
で
違
い
ま
す
が
、
家
賃
の
ほ
か

さ

■
う
え
き

ひ
　

　

　

ま
ん
　
　
せ
ん
え

た
　
　
　
，
■
え
い
ま
■
，
，
ｉ
く

難
輪癖昨
親
論
）一擁
鞠

が
か
か
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
家
賃
補
助

を
差さ
し
弓‐ひ
ぃ
て
、
１
み
だ
綬
６
戒
席
～

８
万
円
ほ
ど
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

Ｑ
、
「
平
日
休
む
こ
と
に
な

っ
た
場
合
、
職

い
た
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

し

た
く
　
　
か
え

員
は
い
ま
す
か
？
自
宅
に
帰
ら
な
く
て

も
い
い
の
で
す
か
？
」

Ａ
、
お
休
み
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
時
は
、

職
員
も

一
緒
に
ホ
ー
ム
に
残

っ
て
い
ま

す
の
で
、
帰

っ
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
「風
邪
や
病
気
に
な

っ
た
時
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？
」

Ａ
、
様
に
希さ野
が
な
け
れ
ば
、
透
成
ら
薦

院
に
通
院
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
に
よ

つ
て
は
、
定
期
的
に
訪
問

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ド
ク
タ
ー
に
往

診
を
お
願
い
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

ＡＱ一一健市昨打オ十準い控帥い一辞峰車や一ケお、航

般絆ン

蓼

脚瀬卿

ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
他
に
課
題
が
多
く
、

和
尉
繰
の
地ち
瞬
蝦
程
を
軽
え
る
主
塀
と

し
て
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
部
分
が
多
い

で
す
が
ヽ
徹
ぱ
祭
の
弊
村
理，館
を
構
朔

し
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い

お
も

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホーム悟く貯く、利用者の一日
起麻

連絡帳をカバンに入れる

朝含の準備

(自バンを腹<、 おがずを電子レンジであたためる〉

朝食

歯値き

りじングでテレしを見て過ごす

盤迎車に糸り、彊寄雪雲需ヘ
':00～16100 彊新聾雲持で播罰
16:30

17:00

■ ‐
‐・‐‐

■

19130  コ ーし―タイム

歯磨き

ひ|ザとり

就寝

一味巾咋””舶謝増耽よりも駐しくお一

詳警栞、ホームこやの突嘉除の標手


